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花が結ぶ 

     春の出会い 

   
3月12日心待ちにしていた九州

新幹線全線が開通しました。開

通を記念して、博多駅から天神

まで福岡の街が、10万本のチュ

ーリップで彩られます。さぁ春

を見つけに出かけましょう! 

◎福博花しるべ 

ガーデニングショー 
●と き 3月26日(土)～4月3日(日) 

●ところ 福岡市役所西側 

ふれあい広場 

企業・市民団体などによる花壇

コンテストやハンキングバスケットコ

ンテストなど、多彩なイベントが開

催されます。花壇コンテストには

「園芸福祉ふくおかネット」の松永

加代子さんをリーダーに金沢恵美

子さん、西川直喜さん、堀内泰彦

さんたちが参加。また、がんセンタ

ー「花の仲間たち(代表 山﨑博

子)」、緑のコーディネーターグル

ープ「地域に花を咲かせよう会(代

表 米倉治美)」なども参戦します。

「出場するからには、優勝を目指し

ましょう!」。各チームデザインプラ

ンに熱が入ります。さぁ、どんな花

壇が出来るか。楽しみですね。 

 

久留米では定例会を月１回・第４

土曜日に、緑化センターで行ってい

ます。モデルガーデンの手入れを行

いながら話し合いを重ねていく中、

「何か、勉強したいですね」という会

員からの提案で寄せ植え、ハンキン

グバスケット、エコ鉢などいろいろと

勉強を続けております。次回は「そば

打ちをしてみたい」と好奇心旺盛な

私たち。時には園芸の枠を超え、さま

ざまなことに挑戦していこうと、色とり

どりの花を咲かせ楽しんでいます。 

３月には新しく緑化センター内に

モデルガーデンを作ります。タイトル

は『四季とのであい』。少人数で頑張

っている久留米です。 

あなたも仲間作りに参加してみませ

んか。お友だちとお誘いあわせて、

緑化センターへお出かけください。 

※定例会の日程は変更することがあ

りますのでご確認ください。 

携帯 090-1194-6726(栗木) 

田主丸・九州農園 

4月9・10日オープンガーデン 
詳しくは同封のチラシをご覧ください。 

 

かつて経験したことがな

い東日本大地震、津波。

原子力発電の爆発。大災

害を前に、どう気持ちを表

したらいいのかわかりませ

ん。ただただテレビを見

て、いたたまれない気持ち

です。何をしたらよいの

か、考えています。 

お子様、ご親戚の方、

知人友人の方が災害地、

そしてその周辺にいらっ

しゃる方のご心配は計り

しれないことと思いま

す。日夜を問わず被災者

救助や災害対策に全力を

尽くしていらっしゃる関

係者の皆様に感謝と、一

刻も早く、一人でも多く

の方の救助をと願うばか

りです。世界各国から訪

れてくれた援助隊の姿に

も、本当に心強く感じま

した。世界は一つなのだ

と・・・。 
私たちに何ができるの

かわかりませんが、みん

なで心を一つにして考え

なければと思います。被害

にあわれた皆様に心よりお

見舞い申し上げるとと も

に、犠牲になられた方々と

ご遺族の皆様に、深くお

悔やみを申し上げます。 

まだまだ余震が続く中、被

災地の皆様は不安でいっ

ぱいだと思います。皆様の

ご無事を心よりお祈り申し

上げます。  山﨑博子 

久留米の活動 

 

 

九州新幹線全線開通記念イベント 

福博花しるべ開催 

3月12(土)～4月10日(日) 
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2010台北花博「国際庭園」出展実行委員会主

催の「緑・水 国際フォーラムin台北」を２月11

日台北の剣潭国際青年センターに於いておい

て開催しました。日本・台湾・韓国の市民が１００

名参集しました。 

 
               

 

 

 

 

基調講演は日本園芸福祉普及協会会長の

進士五十八先生の「２１世紀地球社会と環境福

祉」いつもの熱のはいった、講演で工業文明か

ら環境文明へ、深刻な地球環境問題と都市問

題、問題解決には「３つの共生」思想が必要で

自然共生：環境共生:地域共生が必要で西洋思

想から東洋思想へ・・の変換地球社会の持続性

は３つの多様性から、生物多様性、生活多様

性。景観多様性を取り入れ自然と社会と文化に

取り組み、市民の感覚や視点で物を考えること。

真の幸福は環境福祉活動でえられます。と話さ

れました。最後に園芸福祉活動家のパーワ―の

有効性を評価していただきました。「未来に引き

継ごう！エコ・アジア・五感の庭これからの期待」

と題して木村洋子さんが庭づくりの報告をしまし

た。ディスカッションは韓国からはおなじみ東亜

大学の金承換教授「エコ・アジア・国境をこえ

た、市民の緑のネットワークづくりから」グリントラ

スト・百万坪公園文化公園構想。日本からは、

九州大学大学院の島谷教授の市民・大学・行

政で行う「福岡樋井川流域市民会議」の内容。

台湾中華大学 

陳教授の「水と 

緑の建設計画」 

 

がそれぞれ問題提起され、台湾大学造園景観の

林教授のコーディネートで「東アジアでの市民ネ

ットワークの可能性」について討論され、アドバイ

ザーとして進士先生がコメントされました。その結

果、この国際フォーラムは継続しよう。次回は韓

国でやろうということになりました。百万坪文化公

園実現のため国立公園推進百万人署名運動を

日本も支援しましょう。ということになりました。３ヵ

国参加のフォーラムは準備が大変でした。よかと

ぴあ財団からの助成金申請等古荘さんが大奮戦

してくれた影の力はとても大きいものがあります。

「大成功だったよ」と、進士先生からも褒めていた

だきました。もちろん庭も、ようできたと。   

日本園芸福祉普及協会の理事長吉長先生も

かけつけていただきました。これで台湾に環境福

祉と園芸福祉が認識され、花博の理念にも叶っ

た国際交流ができたことをみなさんに報告いたし

ます。                  角銅 久美子 
 

 

 

台北花博 

「緑・水 国際フォーラムin台北」 
 

 

 

 

 

3 月 5 日 ( 金 ) 

市 民 福 祉 プ ラ

ザ・ふくふくプラ

ザ(中央区荒戸)

にて、視覚障が

い 者 の 方 々 を

対象にコケ玉づ

くり講座をしまし

た 。 参 加 者 21

名、スタッフ9名 

の大賑わい。今回、米倉が初めて講師をさせていた

だきました。事前に園芸福祉ふくおかネットの会員と

アイマスク擬似体験をしながら、説明の仕方などをシ

ミュレーション。当日は山﨑さん、松永さん、金澤

さん、井上さん、西川さん、堀内さん、國松さん、川

瀬さんたちスタッフにフォローをしていただき「上手に

コケ玉ができて嬉しい!」と参加者のみなさんに喜ん

でいただきました。改めて伝えることの難しさを視覚

障がい者の方々から学ばせてもらいました。そして、

スタッフのみなさまありがとうございました。クックメイト

の方から「園芸福祉の庭をぜひ見学に行ってみた

い!」と山崎代表にお礼状が届いたそうです。これを

機に交流の輪が広がると良いですね。 米倉 治美 

                  
                      

クックメイト(視覚障がい者団体) 

コケ玉づくり講座の報告 
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事務局からのお知らせ 

編集後記 
今回初の講師をさせていただき、つくづく人に伝え

ること、教えることの難しさを実感しました。視覚障がい

者の方々を対象にしたコケ玉講座ということで、私自身

「目が見えない・・・」ということを想定しながら、何度も

何度も資料を書き加えたり、視覚障がい者の音声ボラ

ンティアをしている先輩に助言をもらったり。これまで何

気なくしていた日常生活での動作を、改めて一つ一つ

確認しながらたくさんのことを学ぶことができ、貴重な
体験をさせていただきました。そんな、私・・・、当日寝

坊してしまい、事前準備の集合時間に遅刻してしまうと

いう大失態をしてしまい、危うく講座の時間に遅れると
ころでした。危なかった!! 初めての講師ということで緊

張もし、つたない私の説明でしたが、スタッフのみなさ

んに助けられ、無事に終わることができました。ふぅ～!  

                   よねっち(米倉)の独り言 

 

● 園芸福祉ふくおかネット 

総会開催のお知らせ 

■ と き 5月21日(土)15:00～ 

■ ところ  あすみん研修室 

 

  
 
 
 
 
■ と き 4月25日(月)10:30～12:10 

 

■ ところ 九州大学大橋サテライト １ 階 

(ゆめアール大橋・大橋駅東口１分)  

■ 定 員 20名 

 

■ 参加費 1,000円 

 

■ 持参するもの/園芸ハサミ、エプロン 

■ お申し込み先 

携帯 090-1347-5662(米倉) 

 

主催 園芸福祉ふくおかネット 

参加者募集! 

母の日に・・・感謝のおくりもの 

 
 

達成! 10年間で10万本の植樹 

古賀市10万本ふるさとのまちづくり 
平成14年から始められた植樹祭は、九州電力

50周年記念として「10年間で100万本の植樹をしよ

う!」という呼びかけに、古賀市で10年間で10万本

を植樹しようと始まりました。 

古賀市を事務局として九電、福岡グリーンヘル

パーと古賀市緑のまちづくりの会のボランティアグ

ループで結成された実行委員会が中心となり、毎

年3月に600～1,200名が参加者して、1万本ずつ、

主に古賀市グリーンパークの竹林をシイ、カシ、タ

ブなどの広葉樹に取り替える活動をしてきました。  

去る3月5日、約1,200名の参加者で目標10万本

目の植樹を達成しました。古賀市緑のまちづくりの

会は実行委員会が中心となり、小学校の子どもた

ちとドングリを拾い集め、苗に育てるなど、地球環

境の学習、啓蒙に努めながら、10年目で念願の10

万本植樹の完成を祝いました。目標の植樹は達

成しましたが、これから10万本の森を育てる仕事    

    が続きます。  

青﨑 安孝                     

 

 

アイランドシティー中央公園 

「園芸福祉の庭」定例会のお知らせ 
 

★毎月最終日曜日に除草や花の定植など庭の 

手入れ作業をしています。 

★次回は3月27日(日)10:00～12:00  

皆さんの参加をお待ちしています。 
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◆あなたも活動紹介をしませんか？ 
個人やグループ、学校、地域などで行っている園芸活動をお知らせ 

ください。メールやお手紙に写真を添えてお送りください。 

●送り先／〒810-0033 福岡市中央区小笹1-9-25 

園芸福祉ふくおかネット事務局 黒瀬 恵子宛 

Eメール/engeifukusi.fukuoka@hya.bbiq.jp 

 
 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

園芸福祉ふくおかネット事務局 

・ ＴＥＬ090－8626－1586(黒瀬）● 

・ E-mail engeifukusi.fukuoka@hya.bbiq.jp  

・ ＵＲＬ www.engeifukusi-fukuoka.net 

・ 〒810-0033 福岡市中央区小笹1-9-25 

・ ネット通信 花便り 編集者 米倉 治美・水島 修子(旧姓尾島)

尾) 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

2010台北国際花卉博覧会も残すところ1ヵ月半。

今は、4月のフィナーレに向けてのイベントの準備

で、福岡と台北とを行ったりする多忙な毎日です。 

来場者の反響は 

来場目標数の800万人に対して、現在600万人が 

来場しています。メインは台北の人たちで、ガーデ 

会員紹介 

ニングへの関心の高さを物語っています。来場者

からは「これまでの見る庭ではなく、遊べる庭なの

で楽しい!」と好評です。 

４月のフィナーレのときに、優勝が発表されるそう

ですね。 

11人の審査員や来場者に好評で、台北花博出

展実行委員会はじめ、庭に関わったスタッフ全員

喜んでいます。でも、優勝できたら嬉しいなぁって

いうぐらいで、「優勝」を目標としているわけではな

いので・・・。この博覧会出展の言い出しっぺの私

は、実行委員会やスタッフ、関係者などが庭づくり

がし易い環境を整える『交通整理』的な役目だと思

っています。チームで仕事をするのは時には難し

いこともあるけど、みんなの目指すものは一つ。雨

水を利用した循環型で、見る庭から癒やしを感じ

る庭。題して『エコ・アジア・五感の庭』。今回のこと

で人脈も広がり、学ぶべきこともたくさんありまし

た。 

これからの展望は 

台北で園芸福祉の普及・推進活動をしていきた

いと思っています。これまでは経済中心の社会で

したが、これからは目には見えないソフト面を重視

した社会へと移行していくのではないでしょうか。

花や緑など自然とのふれあいの中で、心を癒やさ

れながら、人と人とが交流し仲間を作り、楽しく暮し

ていく社会。そんな園芸福祉のすばらしさをひとり

でも多くの人に伝えられたらと思っています。 

 

小山雲珠さん (博多区在住) 
 

 

 

園芸福祉のすばらしさを、 

台湾の人たちに伝えたい! 


